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第１章 木造天守復元の概要 

（１） 計画策定の目的 

■ 史跡の指定と保存活用計画 

慶⾧ 15 年（1610）に尾張徳川家の居城として築城された名古屋城は、明治維新後、陸軍に利用され建
造物が撤去されるなどの改変を受けたが、本丸を中心によく遺構が残されていることから昭和７年（1932）
に史跡指定を受けた。太平洋戦争における空襲により多くの建造物が焼失するも、代表的な近世城郭と
して昭和 27 年（1952）には特別史跡の指定を受けた。 

特別史跡名古屋城跡を後世へ確実に継承するとともにより一層の魅力の向上を図るため、今後の保存・
活用を適切かつ確実に進めていく必要があることから、平成 30 年 5 月に『特別史跡名古屋城跡保存活用
計画』を策定した。 

特別史跡の指定に係る告示内容は、以下のとおりである。 
 

 
■特別史跡指定 

昭和 27 年 3 月 29 日（文化財保護委員会告示第 34 号） 
   文化財保護法第六十九条第二項の規定により、愛知県名古屋市所在の史跡名古屋城跡を特別史跡に

指定した。 
 

説明 尾張を領した徳川義利（のち義直）の居城として、家康は自ら選んでこれを今川氏の古城柳丸
城の地に定め、諸奉行諸大名に命じて、この造営に当らせた。工は慶⾧十五年一月に起り、未
年に至って終えたものの如く、元和二年四月、義利は駿府からここに居を移した。爾後歴代こ
こにあり、海道の押えとして重きをなし、以て明治維新に至った。城地は北から西にわたりて
低地をめぐらす平地を占めていて、南面を底とする梯形状を呈し、その北西部にあたって低地
を背面とした広大な中枢部を置いている。即ち空濠をめぐらし、大手、搦手の虎口に馬出を構
えた本丸を守って、その西から北にかけて御深井丸、塩蔵構を、西から南にかけて西之丸を配
し、東から南東に二三丸を置き、大小天守台、塁濠には堅固な石垣を築いている。而して二之
丸の東に接して御屋形があり、これらの地域の外郭としてあたかも前面を覆うが如くに南部
に三之丸の広大な一劃が設けられ、土壘を築き、空濠をめぐらしている。今次の戦災によって
大小天守閣を始めとして御殿櫓、門等多く失われたがなお厄が免れた建物が占綴して往時の
美観を偲ばしめるものがあり整然とした郭の巧な配置は加藤清正の築いた壯大な大小天守台、
枡形、馬出、塁濠堅牢な石垣と相まってよく旧規を伝え、近世城郭の代表的なものの一つとし
て学術上の価値が極めて高い。 

 

                          （出典：「特別史跡名古屋城跡 指定説明文」（昭和27年(1952)）より） 

■ 本丸整備基本構想 

名古屋城は、明治初期、全国の城が廃城されていく中、姫路城とともに日本の城郭の見本であるとし
て永久保存されることとなった。中でも本丸は、近世期最高水準の技術により築城された名古屋城の象
徴である。残念ながら、戦災により天守や本丸御殿をはじめ多くの建造物が焼失してしまったが、先人
たちの努力により豊富な史資料が残されており、往時の姿に復元することが可能であることから、令和
３年３月に策定した『本丸整備基本構想』において、先に復元した本丸御殿や現存する隅櫓、門などの適
切な維持管理と修復整備ほか、将来的には復元が可能なものは段階的に復元することで、江戸期の本丸
の姿を現代に再現するとした。 

 
■ 木造天守整備基本計画の策定 

近年の本丸では西南隅櫓の修復整備、本丸御殿の復元などを進めてきており、現在は搦手馬出周辺石
垣の解体・修復を行っているところである。次の整備として計画し、基本構想を策定した天守の木造復
元において、特別史跡の本質的価値を構成する要素である天守台石垣等遺構の適切な保存による史跡の
良好な維持と後世への確実な継承とともに、史実に忠実な復元による史跡の本質的価値向上とより一層
の理解促進を図るため、木造天守整備基本計画を策定する。 
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本丸整備基本構想 

近世期最高水準の技術により築城さ
れた名古屋城の象徴である本丸の姿
を現代に再現 

本丸全体の基本理念等や将来の姿
を示したもの 

天守は史跡の本質的価値の向上と理解
促進にとってより大きな効果がある木
造復元とする方針 

木造天守整備基本計画 

 図-1.1.1 計画の位置付け 

特別史跡名古屋城跡保存活用計画 
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⑥ 整備スケジュール 

仮設・準備工事の着手から現天守閣解体、木造天守復元及び天守台石垣の保存及び安全対策工事までの想定整備スケジュールを示す。 
なお、特別史跡の本質的価値を構成する石垣等遺構の確実な保存のため、工事期間中に実施する調査の結果、モニタリング等の状況により、期間が変動することがある。 
 

工事着手 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 
                                        

調  査   

  

  
  

                                                                        

仮設工事 

  

              

  
  

  

  
                

  
  

  
                    

  

            

解体工事 

  
 

  
 

           

                                              

復元工事               

  
     

 

       
 

        

                    

石垣保全工事                                           
  

                                    

 
 
 
 
 
 
  

穴蔵石垣発掘調査 

素屋根 

素屋根観覧施工 

復元過程の公開 素屋根解体 

構台解体・スロープ盛替え 桟橋・スロープ解体 

③ 

復元工事 

天守観覧施工 

天守台石垣の保存及び安全対策工事 

穴蔵土間撤去 

構台・桟橋・内堀保護工※ 

② ① 

①ＥＶ棟解体、②現天守閣解体（地上部）、③現天守閣解体（地下・基礎部） 

準備工事 

（５） 天守整備基本構想 

図-1.5.1 整備スケジュール 

モニタリング（継続して石垣の状況を把握） 

※内堀保護工の実施範囲における被熱等による変状が著しい石垣面に対しては、内堀保護工に先行して、
第２章（１）①Dに整理した「石垣の部分補修」を行う。 
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